
玉本なるみ 
こんにちは 

です 

日本共産党市会議員 ＜議会報告＞ 

連絡先：日本共産党北地区委員会  ☎075‐432‐3261       2020年12月②号 

ア
ン
テ
ナ 

 
 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
つ
い
て 

  

新
型

コ
ロ
ナ
感
染
が
世
界
に
広
が
り
だ
し
、

一
年
に
な
り
ま
す
。
い
ま
だ
に
治
療
薬
は
開
発

さ
れ
て
お
ら
ず
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
も
海
外
で
接

種
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
不
安
な
状
況

は
続
い
て
い
ま
す
。
感
染
は
止
ま
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
の
対
策
が
ど
う
だ

っ
た
の
か
が
問
わ
れ
ま

す
。 

 

冬
に
入
り
、
感
染
症
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き
で

す
。

「Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
」
は
、
観
光
業

や
旅
行
業
、
飲
食
店
に
お
客
さ
ん
を
呼
び
寄
せ

て
、
賑
わ

い
を
取
り
戻
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
何
が
起
こ
る
か
は
予
想
で
き

た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

政
府
は
や

っ
と

「Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
］
の
全
国
停
止

の
判
断
を
し
た
よ
う
で
す
が
、
す
で
に
、
市
中

感
染
が
始
ま

っ
て
お
り
、
医
療
崩
壊
も
起
き
か

ね
な
い
状
況
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
三
密
を
避
け

る
よ
う
に
呼
び
か
け
、
市
民
や
事
業
者
が
頑

張

っ
て
き
た
の
に
、
ま
た
も
や
、
自
粛
の
呼
び

か
け
を
強
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は

「Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
の
見
直
し
を

求
め
て
来
ま
し
た
が
、
政
府
の
決
断
が
遅
す
ぎ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
時
間
短
縮
や
休

業
と
な

っ
た
事
業
者

へ
の
助
成
な
ど
を
早
急
に

強
め
、
事
業
者
を
守
る
こ
と
も
セ
ッ
ト
で
必
要

で
す
。 

 

「少
し
し
ん
ど
い
な
、
風
邪
気
味
か
な
」
と

話
す
と

「え

っ
コ
ロ
ナ
と
ち
ゃ
う
や
ろ
な
」
と

い
う
会
話
に
な
り
、
さ
ら
に
気
分
が
落
ち
込
み

ま
す
。
感
染
予
防
に
努
め

つ
つ
、
熱
が
出
た

り
、
万
が

一
コ
ロ
ナ
感
染
が
疑
わ
れ
た
ら
、
か

か
り
つ
け
医
又
は
相
談
セ
ン
タ
ー

（電
話
４
１

４
５
４
８
７
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
今
や
誰

が
か
か
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
だ
と
思
い

ま
す
。 

ホームページぜひ、ご覧下さい。 http://tamamoto-narumi.jp/ 

つぶやき：許せない市長の言葉 市長は財政健全化推進本部

会議における市長訓示で、「社会的な課題の解決、これを税

金で、公務員が行政がやらなければならない時代は終わって

いると思う」と発言していたことが明らかになりました。そ

れでは自治体は何のためにあるのでしょうか・・・？国の出

先機関になるのなら、選挙で選ばれる市長はいりません。市

の独自の対策をしてこそ、自治体の役割です。こんな市長こ

そ終わっています。 

地球温暖化防止条例が改正されました。 
  

 今回の修正により、条例の前文に「気候危機ともいえる

時代に突入している」「豊かな地球環境を将来の世代に引

き継ぐことができるかどうかに立っている」と、これまで

の条例より踏み込んでおり、気候危機を乗り越えるため

に、2050年に二酸化炭素排出ゼロをかかげたことを評価

し、賛成しました。条例に掲げる目標が達成できるよう

に、具体策を求めて討論しました。 

 温室効果ガス削減の基準年を1990年に変更した事につい

ては、世界的な基準であることから、今後も参考とするこ

とを求めました。 

 

京都市会として、「脱炭素社会の実現をめざす決議」               

               全会一致で採択されました。 

 2050年に二酸化炭素排出量がほぼゼロになっているとい

う状況は、原発や火力発電に頼らず、再生可能エネルギー

に置き換わっていること、ガソリン車ははぼ走っていない

社会となることです。そして、それらを実行したとして

も、温度は1.5度上昇すると言われています。本気の取組み

が今、求められています。 

 

大宮交通公園の条例改正と指定管理者の委託        

          案件に反対討論を行いました。  

大宮交通公園は老朽化が進み、改善を求めていたものです。

しかし、以下の問題から、反対討論に立ち理由を述べまし

た。 第一に、「ゴーカートをなくさな いでほしい」という

声、とりわけ子どもの声に応えず、ゴーカートを廃止し、条

例からも削除したことです。                      

第二に、公園面積を 北消防署の移転により、3000 ㎡も縮小

し、樹木を130本も伐採するなど公園機能を後退させたこと

です。 第三に、パーク PFI により事業者の利益が優先され

る公園づくりとなることを指摘ました。当初、ゴーカートに

変わる乗り物の導入を検討すると、建設局の公園担当は答弁

していました。しかし、結局、事業者が提案する公園計画に

は盛り込まれせんでした。利益を優先して、イベントなど企

画の時のみに検討するとされています。また、地域や誰でも

が利用できるコミュニティルームができることは喜ばしい事

ですが、その利用料金の

上限額が1時間3000円と高

額であり、利用しやすい

料金にすることを求めま

した。さらに、公園の周

辺地域の道路が2車線であ

ることや、サイレン音な

どによる住環境への影響

について、地域に説明を

行い、改善するよう求め

ました。  


